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安芸太田事業推進室
の ご 案 内

0826-22-6771

［業務時間］10:00～16:00(平日) 太田川 →
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安芸太田事業推進室
（遊谷字小原360-1）

ご質問やご相談がございましたら
お気軽にお問い合わせください。

太田川総合開発事業
に つ い て

太田川総合開発事業の
詳しくはコチラ →

戸河内ふれあい
センター

太田川上流の森林は、植林されたスギ・ヒノキに加え、コナラ・ケヤキなどの広葉樹も広がってい
ます。こうした森林の地表面には、落葉や小枝などが積み重なり、ふかふかした湿った層が形成
されています。この層は「リター」と呼ばれ、多くの小さな生き物のすみかとなっています。
代表的なのが、陸産貝類と呼ばれるカタツムリやその仲間で、6月、7月に生息状況を調査しま
した。リターをふるいにかけて陸産貝類を見つける調査方法により、約50種を確認しました。
今後、季節による生息状況の違いを確認するため、11月にも調査を予定しています。

現地の状況

遠隔地からの現地確認（パソコン画面）

NEWS

➢ 太田川総合開発事業（測量・調査等）の進捗状況について

平素より太田川総合開発事業へのご理解とご協力を賜り、
厚く御礼申し上げます。
 おかげさまで、今年度の現地のボーリング調査は順調に進ん
でおります。ボーリング調査では、予定した深さまで掘削でき
ているかを確認します※。これまでは事務所から職員が都度
現地に赴いて作業員と一緒に確認する必要がありましたが、
現在は現場の映像を通信することで遠隔での確認も可能に
なり、機動的な調査実施につながっています。

地表面のリター

安芸太田町の現地

陸産貝類の調査を行っています

河川事務所
（広島市内）から
掘進延長を確認

※「検尺（けんじゃく）」と呼んでいます。

映像通信

調査の状況

確認した陸産貝類の例（6月、7月調査）

ハンジロギセル ホソヒメギセル

ヒラベッコウカサネシタラガイ

ひと目盛りがなんと
1mmです

陸産貝類の観察
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